推薦理由にかかる候補者の経歴及び活動等に関する調書（個人の候補者用）
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	活動の具体的な内容（裏面の審査基準に照らし、地域社会への貢献にかかる活動の内容をできるだけ具体的に記載してください。ボランティア活動の場合は、活動年数と回数を必ず明記してください。）

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


・逗子市地域社会功労表彰者選考委員会規則別表
	地域社会功労表彰の区分
（条例第５条関係）
	基　　　準

	⑴　団体又は個人であって、多年本市の公益に関する事業に尽力し、又は公務を助力し、その成績が顕著であって市民の模範となるべき者
	ア　自ら進んで地域社会に奉仕する無償のボランティア活動に従事している団体又は個人であって、地域社会への貢献が顕著であり、かつ、次の基準を満たすもの

(ア)　団体

平均して週１回以上の活動に20年以上又は平均して週２回以上の活動に10年以上従事していること
(イ)　個人

平均して週１回以上の活動に10年以上又は平均して週２回以上の活動に５年以上従事していること

イ　市内の公共的団体において、役員を15年以上務め、かつ、長等代表的地位を担う役職を３年以上務めた者であって、在任中の活動における地域社会の発展への貢献が特に顕著なもの（報酬を得ているものは除く。）

ウ　その他長年にわたり市政の各分野において無償の市民活動、地域活動を継続し、その成果が特に顕著であり、地域社会への貢献が上記ア及びイと同程度であると認められるもの

	⑵　市の公益のため多額の金品を寄附し、又は奇特の行為があった者
	ア　団体　おおむね500万円以上の寄附
イ　個人　おおむね300万円以上の寄附
ウ　その他奇特の行為があり、社会一般の模範となるべきもの

	⑶　非常災害に際し、人命救助その他特に人々の模範と認められる行為があった者
	ア　事故又は災害等の非常時に際し、人命を救助した者
イ　事故及び災害の発生防止又は発生時の有効適切な行動により被害の軽減、復旧に尽くした者

ウ　犯罪の予防、捜査、犯人逮捕への協力を行った者（重大犯罪等特に市民生活の安全への貢献が顕著なもの）
エ　その他他人の生命、財産及び安全を守るために特に顕著な事績を挙げた者


